






Aspects and Progress of Major Wooden Furniture Manufacturers' Furniture 
Materials and their Relations to Furniture 
Designs and Furniture Functions in Postwar Japan: 
Progress and Aspects of Wood, Finish and Upholstery and their Relations to 















　　Concerning surface materials of furniture, produced by major wooden furniture manu-
facturers in Postwar Japan, there was an attitude to employ authentic surface woods, fin-
ishing colours and upholstery fabrics that the original style furniture employed. As for 
structural materials, bent plywood bases and foam resin bases were developed in order to 
























varnishes became dominant because they were well water-resistant, wear-resistant and 
easy to handle. New sofa seat structures were developed through combination of existing 
technology. However, because of a strong demand for mass productivity and cost-perfor-
mance, fake finishing techniques, which could produce various wooden surfaces using the 
same wood as the base material, were developed, and inexpensive woods, which would 
not have been used as the surface materials, were used for the structural materials. Thus, 
the Postwar Japanese wooden furniture was made up of the delicate balance between the 
surface and structural materials.


















































スライストベニヤ（Sliced Veneer）の 2通りがある 11）。①ロータリーベニヤは、ロータ
リースライサー（ベニヤ旋盤：Veneer Lathe）に丸太を設置して回転させ、その回転して
いる丸太に刃物を当て、厚さ 1～ 2mmほどの薄い板状に剥き取ったものである 12）。②ス
ライストベニヤは、主に柾目のベニヤ（突板・化粧板）を得るために、ベニヤスライサー
























図 1　天童木工のロングライフ家具ベスト 20（1954～ 2009年）
表 1　天童木工のロングライフ家具ベスト 20の表面木材の変遷（1954～ 2009年）
 OM/T-5048. RM-258, T-282 OM-2014, T-2082 OM/T-5039 SM/T/S-6026 RM/T-263 OM/T/S-7008
 RM/T/S-507 RM/T/S-521 RM-219,T-281 OM/T-2017 RM/T/S-228 OM/T/S-5016 OM/T/S-5026
 OM/T-2001 OM/T-2002 OM/T/S-5046 OM/T-2015, OM/T-2016, OM/T-2003 OM/T-5020













































いた点である。英国家具史の代表的研究に、Percy MacQuoidによる全 4巻からなる『A 
表 2　コスガの比較的ロングライフな家具シリーズの表面木材の種類と変遷（1956～ 2008年）
図 2　コスガの比較的ロングライフな家具シリーズ
 （a）RATTAN ART　R2010 （b）Human Live　5110 （c）BROWN-SALTMAN （d）COUNTRY
 （e）OAK HILL HOUSE （f）Fruitwood （g）New England （h）Regent House
 （i）KOBEN （j）[New] KOBEN （k）　behr citta （ l ）PROVENCE
 （m）OMT/OMC/OMDT （n）Celadon （o）[New] Edo　（［新］江戸） （p）MILANO
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～ 1998年：図 2 a）は、コスガが戦前から得意とした籐家具のシリーズである。材料は
籐の太民、中民、ピール（皮）等であった 25）。一部の籐家具には、接合部分の補強と意
匠上のワンポイントとしてレザーバインディング（牛革縛り）を適用した。また Human 












～ 2007年：図 2 j）。この変化は、上述のとおり、1980年代後半に天童木工がチーク材
の代替材としてナラ材を使用したことと同じ現象である。また COUNTRYシリーズ






に似た濃褐色に塗装された。また Fruitwoodシリーズ（1980～ 1996年：図 2 f）と
OMS（コスガオーダーメイドシステム：OMT／ OMC／ OMDT：1985～ 1996年：図
2 m）は、主材をナラ材としたモダンデザインの家具シリーズであった。両シリーズの
テーブル甲板は、大型テーブルの製作を可能にしたナラ材の集成材無垢板であり、OMS
（OMT／ OMC／ OMDT）シリーズの塗装色は濃淡 8～ 9色の中から選択することがで
きた。また、アメリカ経由のネオ・クラシカルスタイル家具の複製品である New Eng-
landシリーズ（1981～ 1997年：図 2 g）と Regent Houseシリーズ（1996～ 2008年：






cittaシリーズ（1984～ 1995年：図 2 k）はドイツの Behr社との技術提携から開発され
た戦後ドイツ風の重厚な面持ちのモダンデザイン家具であり、その主材はウォールナット








た Celadonシリーズ（1992～ 2002年：図 2 n）は大陸趣味的な印象のあるシリーズで、
木部はカバ材に赤褐色の塗装で仕上げられていた。またマラッカケインという籐材を使用
した家具もこのシリーズに含まれていた。また［New］Edo（［新］江戸）シリーズ（1993
～ 2008年：図 2 o）は、英国人家具デザイナーのキース・バーカーが「海外から見た日
本」をテーマとしてデザインした興味深い和風家具であり、ナラ材の白木色仕上と濃褐色











































































になった。木部カラーサンプル初出の 1988年には、木地仕上が 13種類、着色仕上が 12
種類（ナラ材濃淡 7色、ブナ材 2色（赤等）、サペリ材 2色、バーズアイメープル材 1色）
であった 37）。その後、ほぼ毎年、着色仕上の種類が増えていき、最盛期の 2008-09年に
は、木地仕上 16種類、着色仕上 25種類（ナラ材濃淡 6色、ワンダーウッド・ナラ材 3
色、ブナ材 4色（赤・緑・白等）、サペリ材 2色、バーズアイメープル材 2色、メープル
材 2色、ケヤキ材 1色、シルバーハート材 1色、メランティ材 1色、ホワイトアッシュ











　前述の「天童木工のロングライフ家具ベスト 20（1954～ 2009年）」（表 1・図 1）に
おいて、当初①ラッカー塗装されていたもの（521／ 5016／ 5026／ 5046／ 2015／
2016／ 5020／ 5048）は、1969年・1978年・1987年に順次、④ポリウレタン樹脂塗装
に変更された。また同じく、当初②チークオイルで仕上げられていたもの（507／ 219・


























　また New Englandシリーズから Regent Houseシリーズへのマイナーチェンジの際に
は、ほぼ同じデザイン・ほぼ同じ木材を表面材としながら、塗装色を明るくして、表面仕






淡 8～ 9色 41）、SOLLEVANTEシリーズ・［New］KOBENシリーズには、濃淡 6色 42）、




















































では、ソロモンマホガニー材に着色した 8色の色見本が見られる 50）。また 1983～ 1985-
86年のカタログでは 7色の色見本が見られる 51）。そして 1986-87年のカタログでは 30
色の色見本が見られる 52）。その内訳は、オーク色仕上 11色、ウォールナット色仕上 6色、



































































































































フォーム（図 5 a）、②エラストフラム＋ウレタンフォーム（図 5 b）、③ Sバネ＋ウレタ
















































繊維綿を使用していたことが判る（図 8 a）。また 1983年～ 1985-86年の『マルニ木工総
合カタログ』からは、①セットスプリング、②ウレタンフォーム、③合成繊維綿、④セッ
トウェーブスプリング（連結 Sバネ）、⑤ウエビングテープ、⑥ラバーフォームが、ソ












































































































































う消費者の欲求の高まりとの関係を考察した Katherine C. Grier: ‘Chapter 4 Bodily 






















 11） Daikuro Hayashi: “Japanese Veneer & Plywood Machinery 1968,” The Japan Wood-
working Machinery Association, pp.10-12 & 39, 1968
 12） Daikuro Hayashi: “Japanese Veneer & Plywood Machinery 1968,” The Japan Wood-
working Machinery Association, pp.15-17, 1968
 13） Daikuro Hayashi: “Japanese Veneer & Plywood Machinery 1968,” The Japan Wood-




















 20） Martin Eidelberg: “The Eames Lounge Chair: An Icon of Modern Design,” London / 
New York, Merrell, 2006
 21） 天童木工のブラジル現地法人であるテンドウブラジレイラ社は 1974年着工、1975
年稼動開始、1985年撤退。






 25） 1986年、籐の世界資源の 85％を独占するインドネシアが籐原材料の輸出を停止した。
コスガは現地生産体制を確立することで継続生産を維持した。
 26） Levi Heywood Memorial Library Association: “Danish Modern and Beyond: Scandi-




る。また『コスガ総合カタログ』（1982, 1986, 1989-90, 1992-93, 1993-94年版）に
も記載がある。しかし 1994-95年版以降からは記載がなくなる。
 28） New Englandシリーズの初期型の表面木材は、ハードメープル材であったが、後期
にはウォールナット材に変わった。
















 35） 創業 50年史編纂委員会：『創業 50年史－洋家具と共に歩んだ半世紀』，マルニ木工，
pp.167-176，1982




















た。また最初から濃淡 2～ 3色準備されたシリーズ（円空シリーズ濃淡 2色、クレ
セントシリーズ濃淡 3色）もあった。
 47） コスガでも 1970年代前半にグリーン色に着色仕上された食堂椅子等が開発された。


















 56） ナラ材に着色することは、西洋中世家具の Bog Oak（ボグオーク：染色オーク）に
その始まりを見る「フェイク」（見せかけ）の一種である。



























 65） George Hepplewhite: “The Cabinet-Maker and Upholsterer’ s Gide: The Third Edition 
of 1794,” Dover Publications, pl.22, 24, 26, 27, 1969には、ネオ・クラシカルスタイ
ルの椅子に縦ストライプ模様の生地が張られている姿が描かれている。
 66） ウエビングテープは 1978年のコスガのソファ本体の背と肘にも見られる（図 5 c）。
 67） 熊井七郎著『椅子張』（洪洋社：1937）では、座のコイルスプリングを上下 2段に積
み重ねる構造が見られたが、コイルバネの 3段重ねは見られなかった。
 68） クッション性を有する布バネ（ダイメトロール）は Sofa Studioシリーズ（1997年：
図 5 d）のソファ本体の背のウエビングテープの代替材としても使用された。
 69） 1986-87年版以降の『マルニ木工総合カタログ』からは、自社の家具構造・製造工程
に関する説明文が僅少になる。
 70） 新井竜治：「戦前・戦後日本における椅子張りの変遷と家具・室内装飾に対する意識
の変化」，『日本建築学会大会学術講演梗概集 F-2（建築歴史・意匠）』，pp.317-318，
2011.8
 71） 林二郎が中世ゴシックスタイルの家具をナラ材で製作した事例等（高梨由太郎：『近
代家具装飾資料（8）－工精會家具展（梶田惠、林二郎、渡邊明）』，洪洋社，1938）。
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